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地域計画・建築研究所
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・変わるものは安定していて変わらないものは変わりゃすし

・ ARPAK ・ K20周年をむかえて、地域おこしの年に

・まちおこしコーディネーター業の確立をめざして
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昨年の年頭にあナこって、「アノレパックのイ

ノベーシ.ンの年」にすると申し上げまし九。

年末ギリギリに、本社・京都事務所の拡張

・模様替えを終えました。スマートとまでは

いっておりませんが、会議室を整備し、少し

は便利にご利用項けるようになったかと思い

ます。大阪・名古屋各事務所とも模様替えを

し、まず環境の刷新が一歩進みまし九。

1月] 1~ 1 2日、"教訓1こ学ぶ"を主題

に、恒例の冬の全所研修会を開きます。

「イノベーシ.ン」の中味では、情報・財

務そして人づくりのアルパック流システム化

であります。人づくり、即ち教育と組織のシ

ステムについては、最も時間もかけ、進歩し

てきていると自負しております。

夏は理念と管理を主に、業務と技術を従に

冬はその逆に、業務と技術を主にした全所研

修会を柱に、事務所毎の主催する士曜ゼミ、

オン・ザ・ジョッブの教育・研究プログラム

からなる所内システムと、さまざまな研究会

に参加し九り、お世話したりの所外システム、

それらをコントロールする教育・研修委員会

と、ほほオ合好がついてきております。

次に一公表してよい時期にきていると思い

ますが一情報化研究委員会が指導・統括して

OA システム、ソフト・プログラムの下部組

織をもって、情報システムのアウト・プット

を発射し始めております。

自分の目と足で見つけ、確かめよというア

ルパックらしさを大事に、一次情報を丁寧に

扱うようにこころがけております。早くお役

にたてるよう、整え九いと思います。

あけましておめでとうございます

コミュニティづくりを基礎に、地域の計
,,

画・事業を進めるを今年のメイン・テーマ

に、業務の推進・展開をこころがけます。

関西新国際空港・関西文化学術研究都市な

ど全関西的事業に大阪テクノポート・六甲ア

イランド・西播磨テクノポリス・洛南サイエ

ンスタウンなど、さらにこれらをまとめて、

近畿創生スバノレプラン・近畿活性イヒ総合プロ

ジェクトと大型プロジェクト・ラッシュの観

があります。

これらは、大プロジェクトの論理とともに

分解してよく見ると、そこには地域の人びと

の生活があり、地域をつくっていく事業でも

あります。

それは、文化会館や学校をつくる事業にお

いても同様です。

そこで大事なのは、地域の人びとか自らも

汗をながし、協力・共同の実を上げることで

あります。

醜よりはじめよ、と申します。私たちも自

分のこととして地域の計画と事業に取り組ん

でゆき九いと思、います。

"

輪泰司

ノ

この「ニュース・レター」を発行し始めて

2年半になります。振り返って、改めてコミ

ユニケーションこそ限りないフロンティアを

拓くカギであると思、います。

今年も、ますます元気旺盛に、チャレンジ

し、レスポンスを返してゆきます。

よろしくご愛顧項き、ご指導、ご鞭達項き

ますよう、お願い申し上げます。

(みわひろし代表取締役社長)

-2-

三



新年のあいさつの言葉としては、いささか

不謹慎のように思えますし、また、子供のな

ぞ遊びのようですが、この1年は特に「変わ

るものほど安定していて、変わらないものは

不安定だ」ということを身にしみて感'じさせ

られました。そのひとつか九州事務所での経

験。

59年の秋から、九州事務所(九州地域計画

研究所という別会社でもある)の責任者を兼

ね、「今まで通りだと、おいてけほ'りを喰う
.

ぞ、つぶれてしまうぞ」を口ぐせに所員と共

にがんぱってきました。その中で「ひらかれ

た事務所づくり」を目指して、都市づくりゃ

地域づくりにかかわるテーマで、「アルパッ

ク九州地域ゼミ」を、こんな仕事にかかわり

のある人たちの参集を得て行いました。

はじめは、「このいそがしいのに、なぜ仕

事とも関係のないことをヤイヤイいうのか・ー

・・ーー」というような冷たい眼で見られなから、

所員に「頭を柔軟にしなければならん」、

「柔軟な仕事をするには幅広い人のつながり

がいる」といって、無理矢理に続けました。

2回、 3回と続けるうちに、外の人たちと

一緒に勉強するのが面白くなり、ついで所員

もそれぞれが柔軟性を身にっけるようになり

ました。

もうひとつは、兵庫県の方での仕事の話。

釦年夏から地場産業の振興策づくりのお手伝

いとして、産地の人々と話し合いをもつ機会

か'、えました。

その中で感じたことは「地場産業の歴史は、

変革の歴史である」ということでした。自己

変わるものは安定してぃて
変わらないものは変わりゃすぃ

変革の力のない産地は衰退し九り消えたりし

ていて、新しい商品開発をしているところが

一層の発展をしてきています。特にE腺に残っ

ているのは、「うちは釦年前に開発した商品

がまだ売れているし、今だにほとんどこの商

品に頼る姿勢がぬけません。加年で変わらん

といかんと言われているし、いろいろ工夫し

ているのですが、なかなか商品にならなくて

あせっています」という言葉でした。

この工場の中はNC (数値制御)工作機械

が並んでいるし、その中にはロボットも活動

している。さらにここでいわれている商品は

全国の80%ぐらいのシェアを占めている圧倒

的に優位な商品であるにもかかわらず「関年

寄りかかっているのは不安だ'」ということが

いわれていた。たしかに地場産業を調べてみ

ると即年ぐらいで何らかの変身をしている例

が多い。「変わらないとおくれてしまう」と

いう声は、まさに今の日本の現状を反映して

いると思、いましナこ。

ミシンの会社が、ーつは変身して(ブラザ

ー)、ワープロを売って高く評価されている

し、一方は変身しなかったために(りツカー)

倒産してしまったというのも、昭和釦年の大

きい出来事でし六。

私どもの事務所も、今年で肋周年です。変

身を目指してがんは'りたいと思、いますので、

相変わらぬ御鞭縫をお願いいたします。

(いとのりさだよし)

1 9 8 6年1月1日
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皆様方の厳しい批判と暖かい励ましの中で

昭和釦年も終わり、新しい年を迎えています。

肋周年をむかえて、ここまでコンサルタン

トとしてやれてきたことに対して深くぉ礼申

上げる次第でございます。

大阪事務所として、コンサルタントらしい

取組みをめざし、初心にかえってやっていき

たいと思っていますので本年もよろしく御指

導お願いします。

昨年を'、りかえってみますと地域振興とそ

の活性化をめざし九新しい取組みの芽がいく

つか出てきた年だったと思います。

例えば、地域産業フォーラムづくりに参加

できたことです。産業フォーラムといっても、

本来の姿である民間活力による方法や官民協

力によるものなど多くのケースが考えられま

す。(尼崎市、舞鶴市など)、また、社会的

研究会に参加できた年でもありました。例え

ば、情報交流、地域振興、方法論研究などの

研究会で、民間、産官、産学、コンサル間な

ど多様な形式で行なわれ、その基礎が固めら

れた年でありました。さらに、コンサルタン

トとしてのチャレンジ精神を発揮して、新し

い分野の開拓が意識的にやれた年でもありま

し九。例えば道路計画(景観)、産業振興、

環境計画などで今後さらに努力が必要な分野

でもあります。

このような取組みでわかったことは、常に

チャレンジ精神を発揮し、人と人のつながり

を大切にして、常に勉強をおこたらず、先端

分野に近づいていく努力が基本となるという

ことです。コンサルタントとして、地域の発

P A ・ K 2 0 周年をむかえて、AR

地域おこしの年に

展に役立つナこめには、まず自らの人づくり、

組織づくりから始めることか基本であること

を痛感しました。

今年は、事務所の20周年の年にあたりま

す。この1年の私の願いは、昨年の取組みを

発展させることにありますが、つぎのことに

努力したいと思っています。

①地域おこし、地域活性化にチャレンジ

していくこと。

すでに、取組みか計画されているもの

(商店街活性化シンポ、港湾都市シン

ポ)に加えて一層の努力をし九いと思

います。

②産業フォーラムなど地域おこしの母体

となる「組織づくり」、「組織の活性

化」に貢献できるように努力をするこ

と。

③ル也域に役立つコンサルタント」とし

て、地域振興フ゜ロジェクトをーつーつ

前進できるように努力をすること。

④コンサルタント技術者のエネノレギーの

源泉である「知識、技術、事例」をよ

り多く身に付ける九めの取組みを進め

ること。

⑤何よりも、皆様方の批判に答えて、

「役に立つ」コンサルタントをめざし

て研究所内のチーム間連携と総合力が

発揮できるようなビビッドな組織とな

るよう努力してまいります。

(かないまんぞう大阪事務所長)

金井萬造
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グローバノレな視野を持ちつつ口ーカルな立

場で自らのアイデンティティーを持って仕事

する集団、少し言い換えれば、時代感覚と地

域感覚を主体意識の中でバランスさせながら

仕事する集団づくりをめざして、名古屋で走

り回り始めて早や3年が過ぎ九。

主観点な思、い入れとは裏腹に、行き届かな

い結果の仕事もあり、昭和釦年は反省の多い

年でもあっ九。改めて誌面を借りて関係者の

方々にお詫びすると共に、力不足の私達を暖

く見守って項いた周囲の方々に厚くお礼を申

しあげたい。

この3年閻は、取あえず、私達の様な文化

雑貨屋的都市計画事務所が、目的意識的に舌

い換えれば、まちおこしコーディネート事務

所が存立するかどうかの試金石の期問でもあ

つた。結果として、つぶれる事なく生きて来

られた。 4月からは新たなメンバーを加えて

もう一歩、目的に近づきたいと考えている。

まずは、私達が名古屋地域で歩き始める第

一歩になったと思っているが、さてこの先、

歩き続けられるかどうかの自信は今のところ

まだ無い。地域的な状況も然る事ながら、私

達の様な職業(都市計画ソフトコンサルタン

ト、又はシンクタンク、又はまちおこしコ

ディネーターなどなど)が、まだ社会的に確

立していないところか自信の無さの背景にあ

る。コンサルタント業としては、ハードな成

果については、それなりに評価も報も確立

しているが、一般にソフトな業務は評価はあ

つても報酬は確立していないと言える。

「まちづくりの三キチ」と言う言葉が、再

まちおこしコーディネーター業の

確立をめざして

1 9 8 6年1月1日

開発事業や商店街の近代化の中で普遍化しつ

つある。三キチとは3人の気狂と言う意味で、

当時者である地権者や商業者と、行政の担当

者、そしてコンサルタントなどのコーディネ

ーターの3者の気狂が居る所は事業が成功し

ていると良く言われている。この様に特定の

事業では私達の立場力靖忍知されつつある。

この3年間、自らのポジシ,ンを得るべく

無我夢中に走り回ってきた。自らのポジシ.

ンを確立する九めに努力し続ける事を基本的

な命題としつつ、今一歩、職業としての私達

の立場の確立をめざしていく事が、これから

の私達にとって大きな課題でもある。

日本の都市計画コンサルタント(ソフト系)

が育ち始めて羽年~釦年になろうとしている。

人口の高令化は社会現象としてだけでなく、

私達の職業の周辺にも起き始めている。腕力

だけに頼っている仕事では、体力のある年代

はまだしも、ライフワークとし一生を懸ける

事かできなくなって来る。ボランティアとし

ての自己満足はあっ九としても、時代を受け

継ぐ若い人達に、生きがいのある仕事として

伝承して行く事が難しくなって来る。

職業の確立は今に始まった事ではないし、

また短時間で達成し得る事とは思わないが、

まだまだパイオニア的職業として自認しつつ、

次の即年~釦年をめざして新たな展開を始め

なけれぱならない。その第一歩となる年であ

りたいと考えている。

(おぜきとしかつ名古屋事務所長)

尾関利勝

0
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九州の地域に根ざすコンサルタントとして

やってきました当事務所も今年で10周年を迎

えるまでになりました。この間、いろいろな

方々のご指導、ご協力をいただきながら、何

とかこれまでやってくることができました。

10周年という節目を迎える今年は、新たな事

務所発展の年として、所員一同さらに努力す

るつもりです。

昨年は、所員全員で営業に努力し、各方面

の皆様のご支援を受けながら、特定住宅市街

地総合整備の調査(福岡市)、下関のフォ

ラム作り(N IR A)、商店街近代化事業委

員会(延岡市)など、新たな分野での業務に

も取組むことができました。

また、業務などを通して教えをいただいた

方々の話をさらにいろいろな方に聞いていた

だき、合わせて、様々な業種の方々との相互

幅広い交流を通して

柔軟な発想ができる事務所に

交流を深めることを目的に「九州地域ゼミ」

を昭和59年12月よりほぼ月]回のぺースで開

いてきました。下の表がこれまでのゼミのテ

ーマと講師の方々です。昨年末には、よく参

加いただいた方々と交流会も開き、ゼミに対

するざっくばらんな意見も出してもらいまし

た。今年も、月1回くらいのぺースで開き、

さらに多方面の方々に講師としておいでいた

だき、ユニークで面白い話をしてもらい、ま

九、ゼミ参加者の方々の横の交流も深めてい

きたいと考えています。尚、ゼミに興味をお

持ちの方がござ'いましたら、ご連絡ください、

ご案内させていただきます。

これからも、皆様のご期待にそえるようか

んばりますので、よろしくぉ願いいたします。

(ながたいつぉ九州地域計画研究所)

田伊津夫

地域ゼミ経過

第1回

第2回

第3 回

昭和59年12月4日

昭和印年1月即日

昭和釦年3月1日

-6-

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

昭和釦年3月13日

昭和60年4月17日

昭和釦年5月28日

昭和印年6月26日

昭和60年7月15日

『士地信託について』
講師住友信託銀行本店営業本部森井章二氏

『新天町とまちづく力ー
講師新天町商店街振興組合 柴田理事

『ニューメディアとまちづくり』
講師西日本ケーブルテレビ株式会社専務取締役

中島省吾氏
『中国のまちづくり

講師九州大学工学部建築学科 青木正夫教授
『福岡の住宅とまちづくり』

講師九州産業大学工学部 建築学科弘永直廉助教授
産業連関表の仕組みと見方』

講師福岡通産局総務部凋査課 野口和範氏
『民問活力による駅前商業再開発』

講師昧谷沢総合鑑定所 岡村秀樹氏
『豊田市優良再開発建築物整備促進事業』

(桜町のまちづくり)

第9回昭和60年9月閉日

第]0回昭和釦年U月15日

講師妹地域計画・建築研究所名古屋事務所
『公団住宅設計の変遷』尾関利勝所長

講師住宅都市整備公団九州支社
住宅事業部市街地開発課中田雅資課長

『金融面から見九再開発事業への取組みにっいて』
講師福岡銀行業務開発部調査役牛島博文氏

、
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去年、関西では百貨店がよく流行った。出

発当初はいろいろ言われた大丸駅前店も好成

績のようだし、その向いの阪神百貨店は、タ

イガースの進撃・優勝にのって、流行語で言

えぱ、"激売"的に流行っ九。また塚口の近

くで伊丹市と尼崎市にまたがって"つかしん"

がオープンし、ゾロゾロ都市人間が集まっナこ。

これらの購買行動の原点は、タイガースブ

ームは別として、「とっつきゃすくて、楽し

くて、しかしちゃんと本物の味がのぞいてい

る」ということのようだ。

話がかわってもうひとつ。秋たけなわな頃、

関西の都市問題のデバートのような本が出版

された。題して「都市の時代』。少し各章の

テーマを紹介してみると、「1、大都市問題

への視座、 2、大都市の人口問題とインナー

シティ対策、 3、大都市の住宅問題、 4、大

都市の交通問題、 5、大都市の魅力、 6、大

都市の病理現象、フ、大都市の景観問題、

8、大都市の文化問題、 9、首都圏と近畿圏、

10、都市の時代へ向けて」となっている。

テーマを見ていただければわかるように、

魅力を語うたと思う九ら、病理現象を語り、

景観を語る。そしてインナーシティ対策や住

宅スラム問題を考える、まさにデパートであ

る。

しかし商品の中味がなかなかいい。この本

はもともと日本都市問題会議関西会議という

長い名前の団体が2年の長きにわたって続け

^

11世紀の都市の時代へ向けてノ

てきた研究会の内容を編集したもので、内容

の水準はずいぶん高度なものでありながら、

報告書かもとになっているのでわかりゃすい。

そのナこめに、「とっつきゃすくて、楽しくて

ちゃんと本物の味がする」という最近の流行

にものっナこものになった。

この関西会議の特色を安好匠初代代表世話

人の序文からひくと「関西会議の特色は、京

都、大阪、神戸の三都市が中心になって「大

都市問題」をテーマに、とくに実践理論を研

究し、情報や意見や人問関係の交流が行なわ

れることです。会員は、京阪神三都市の行政

の幹部、学者、コンサノレタント、ジャーナリ

スト等で会場は三都市廻り持ち、 2年問の計

画表に基づいて、毎月例会か現地研究会が開

かれます。例会は、まず基調報告があり、そ

れに関連して三都市からの報告があり、質疑

討論が行なわれます。」となっている。

これらの研究会の成果をまとめ九ものがこ

の本で、執筆メンバーも錚錚たるものであり

ながら、それでいて肩のこらないものとなっ

ている。

この本ならば、少々「御用とお急ぎの方」

でもデパートへ寄っていただいて損をさせま

せん、どうぞよろしくお引立のほどを・.・ 0

(なお、私も奧付を虫めがねで見てい九だけ

は、編集委員の中に名前を出させていただい

ています。)

0

(いとのりさだよし)

.

.,
、
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京都橘女子高等学校

京都美観風致賞受賞

ースレターNO.10の表紙写真に載せまし^二1

た京都橘女子高等学校が、去年の12月、第3

回京都美観風致賞(建築部門)を受賞致しま

し九。手前みそで恐縮ですが紹介させていた

だきます。

概要所在地京都市伏見区桃山町伊賀50

敷地面積 27,000倉(子j効 24,800倉)

延床面積 16,800寵

建築而積 5,690倉

構造 SRC ・ RC造、地_上2階・

地下2階

計画昭和56年5月~

畔拜Π58年6月

期昭和58年7月~上

昭和60年3月

地域地区第一種住居専用地域

第一種風致地区

計画設計監理地域計画・建築研究所

施工戸田建設

担当者コメント

最近の教育、学習形態の変化、多様化によ

り、従来の画一的で定型化された校舎づくり

や教室だけが学習環境といった考え方から、

学校環境のすべてが教育の場と考える多様な

展開、豊かな環境づくりに目が向けられはじ

めています。

このような背景の中で、京都市都心部から

自然環境豊かで歴史のある伏見の地へ移転が

おこなわれた。

計画では、これからの新しい学校像をめさ

し、生活とうるおいのある緑豊かなキャンパ

スづくりをめさした。表紙写真は、生徒のい

こいの広場となるコミュニティ広場である。

また、屋内には、生活の拠点となるコミ Jユ^

ティモーノレやホーノレ等をもったユニークな学

校づくりにつとめた。
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ARCHITECTS, REGIONAL PLANNERS & ASSOCIATES, KYOTO

京都「打ド京[K匹]条通リ,☆i倉西人ル上売西町82 TEL ( 0 7 5 )2 2 1 -5 1 3 2Wや
(大和銀行京都ビル 8 階)
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j'市中Ⅸ丸の内 3 f 目 18 番30 ン} TEL ( 0 5 2 )9 6 2 -1 2 2 4古
(ツボウチヒル 6 階)

福岡市、t専多区中側中,島町3-3 兒島ビル 3 階 TEL ( 0 9 2 )2 8 1 -2 3 4 9
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